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１．概要（Summary） 

2004年にグラフェンが単離されて以来、高い電子移動

度、量子ホール効果などの特異な物性からグラフェンは

燃料電池、高速トランジスタ等に応用が期待されている。

現状の生成法としては CVD法またはエピタキシャルグラ

フェン法というものがあるが、高温且つ真空状態にしなけ

ればならないため、装置の大型化且つ高コスト化が問題

となっている。そこで我々は生産性の高い液中プラズマを

用いた方法に着目してグラフェン生成の研究は始めた。

これは大気圧下および液中で発生させるため、高温且つ

真空状態にすることが不要であり、従来の方法よりも高速

で合成することが可能である。ナノグラフェンを燃料電池

の電極として応用するためには、触媒として白金を担持さ

せる必要がある。そのためエタノールと白金錯体を混合さ

せ、液中プラズマを発生させて白金担持ナノグラフェンの

合成を行ってきた。今回、アイオノマーコートの予備実験

として合成されたナノグラフェンの構造を調べた。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 超高密度液中プラズマ装置 

【実験方法】 

超高密度液中大気圧プラズマを用いて溶液エタノール

で合成したナノグラフェンの構造を透過型電子顕微鏡で

観察した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1にエタノールで合成したナノグラフェンの透過型

電子顕微鏡の観察像を示す。縞模様はグラフェンエッジ

に一致しており、エタノールおよびその他のアルコールで

も確認することができた。ヘキサノールで合成されたグラ

フェンは 24層確認された。 

 

 

Fig. 1 TEM images of nanographene synthesized 

from ethanol. 
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